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Ⅰ．はじめに

本編では，科目開講に向けて平成２４～２５年度に行っ

た準備期間中の活動と平成２６～２７年度の授業の実施お

よび評価について報告する．

Ⅱ．単元班の役割

単元班の役割は，「看護実践演習」３０時間の授業運

営である．平成２６年度の科目開講に向け，平成２４～２５

年度は授業内容および方法の検討を行った．開講初年

度にあたる平成２６年度は，当該科目１単位（３０時間・

演習回数１５回）分の授業運営を実施した．模擬患者に

対しては，模擬患者参加型演習に関する説明会で授業

内容や自由模擬患者に期待する役割の説明と演技練習

を行った．平成２７年度は前年度の演習と授業評価の結

果を踏まえ，学習内容とその方法を見直し演習の企

画・運営を実施した（表１）．

Ⅲ．活動の軌跡

１．平成２４～２５年度：授業実施までの準備

１）授業指導案の検討

本学科におけるカリキュラム検討員会で設定された

科目の学習目標「１．援助的人間関係のためのコミュ

ニケーションがとれる．２．対象理解のための観察が

でき，得られた情報の意味をその場で判断できる．

３．対象者の特性と状況に応じた説明ができる．４．

原理・原則を踏まえ，対象の状況に応じた看護技術を

実践できる」に基づき，３０時間・授業回数１５回の授業

指導案を検討した．指導案の作成に先立ち，学習目標

の到達度がより具体的に示されるために学習目標ごと

の行動目標を設定した．行動目標を設定するうえで考

慮した点は，２年次の既習科目との区別である．本科

目は３年前期の履修科目であり，学生は学内での基礎

看護技術演習や基礎看護学実習を経験している状況で

ある．また，学習目標に掲げられたコミュニケーショ

ン技術や原理・原則を踏まえた看護技術の習得は，２

年次の学習内容として含まれる要素でもある．このよ

うな学生の学習レディネスの状況を考慮し，本科目の

学習目標を位置づけた．また，行動目標の下位目標と

して具体的行動目標も設定した．これは行動目標の到

達状況の指標となり，後述する演習課題の内容が反映

されたものとした．

授業形式は演習形式とし，学生約１２０名が一斉に履

修することから，ベッドサイドでの演習と教室での演

習が可能となるように２課題を設定し，学生が両課題

の演習に取り組むための授業構成を検討した．演習１５

回の内訳は，演習１課題につき演習回数を全７回と

し，主な構成内容には「課題の事前学習」，「ロールプ

レイングを用いての演習」，「まとめのグループワー

ク」，最終回を「OSCEの説明」とした．

２）演習課題の検討

課題の設定は学生の学習レディネスを考慮し，事例

の疾患・病態生理の内容が３年次までの既習内容であ

ること，実践する看護技術は学生が臨地実習で単独で

実施できる技術項目であることを考慮し設定した．看

護技術内容の検討には，「看護実践能力育成の充実に

向けた大学卒業時の到達目標：学士課程で育成される

看護実践能力の大項目・細項目」（『看護学教育の在り

方に関する検討会報告会』２００４年，文部科学省）と本

学の看護学科７領域（基礎・成人・老年・地域・母

性・小児・精神）で示している臨地実習で学生が実施

する看護技術項目を参考資料とした．

開講初年度の演習課題は，事例患者に対するフィジ

カルアセスメントと日常生活援助の実践に関する課題

（「慢性閉塞性肺疾患患者に対する日常生活援助」）と

事例患者に対する検査説明に関する課題（「経口的上

部消化管内視鏡検査を受ける患者への説明」）の２課

題とした．＜連絡先＞

木浪 智佳子

北海道医療大学看護福祉学部看護学科
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３）学習方法の検討

授業は演習形式で運営した．学生を３名／Gでグ
ループ編成し，グループ担当の教員を配置した．グ

ループワークや技術演習の内容に合わせて，グループ

数を調整した．

４）授業指導要領「学習要項」と「教員用手引き」の

作成

本科目は看護学科の教員全員が担当するため，学生

の学習効果を促進するためにも教員から演習および指

導内容についての共通理解を得ることが必須となる．

そのため，教材として「平成２６年度看護実践演習学習

要項」と「平成２６年度看護実践演習教員用手引き」を

作成し，教員に対して説明会を開催し，学習目標や授

業の運営方法，指導指針についての説明と意見交換を

行い，教員間の共通理解を深めた．なお，この作業は

平成２７年度も同様に行った（資料１）．

５）模擬演習の実施

グループワークや演習といった学習方法に適した学

習環境を確保するために，平成２５年度は模擬演習を実

施した．模擬演習では，看護実践演習プロジェクト委

員が，学生・教員・患者役となり，検査の説明や血圧

測定を行う場面を演じることで教室や実習室の空間の

調整，音環境の調整の参考とした．さらに，ロールプ

レイ場面を撮影した映像を実践の振り返りとして活用

する目的でタブレットを試用し，教材機器としての適

性を検討した．

６）「看護実践演習」シラバスの作成

平成２６年度のシラバス作成に際し，単元班が主に素

案を作成した後，プロジェクト委員会で検討した．さ

らに，本学部看護学科会議での提示および検討を経た

後，最終的な確定とした．なお，この作業は平成２７年

度も同様に行った（資料２）．

２．平成２６～２７年度：授業実施

１）平成２６年度の授業実施

初年度の演習課題は「課題１：経口的上部消化管内

視鏡検査を受ける患者への説明」，「課題２：慢性閉塞

性肺疾患患者に対する日常生活援助」の２課題を設定

した．学生１２０名を３名／Gの４０グループに編成し，

教員１５名でグループ担当を行った．学生はこれらの課

題に対してグループ学習，学生同士でのロールプレイ

を行うチャレンジ編，模擬患者に対してロールプレイ

を行う模擬患者参加編，さらに模擬患者参加編を踏ま

えたまとめとして，学生同士のロールプレイを再度実

施するまとめ編に取り組んだ．また，１４回目の演習で

は OSCE課題への対応力を備えるための準備とし
て，課題の事例患者に実施した更衣の援助以外の日常

生活援助を考えることができるような事例と課題を提

示し，グループワークと発表の機会とした．

２）平成２７年度の授業実施

前年度の授業評価を参考に平成２７年度の授業内容を

検討した．前年度，学生からの評価が低かったのは

「演習場面の映像を振り返りに活用した」，「映像は自

分の学習に役立っていた」の２項目が顕著だった．ま

た，教員からの評価でも演習とグループ指導の両方に

おいて「演習場面の映像を指導に活用できた」という

項目が低かった．その他に評価の低かった項目は「１５

回の構成（課題１：演習７回，課題２：演習７回，ま

とめ・OSCEの説明１回）は適切だった」が低かった．
授業の内容に関する意見では，「課題で設定した事例

患者の疾患や日常生活援助についての知識に関するレ

クチャーが必要である」という意見も多かった．ま

た，３年後期の臨地実習に向けて，基本的な観察技術

や援助技術の復習も必要であることが検討された．

これらの評価を参考に当該年度は演習課題を１つに

減らし，前年度の評価の改善が図れるような授業構成

を検討した．前年度の評価が低かった項目の改善策と

しては，演習の初回で事例患者の疾患や日常生活援助

に関する説明の時間を設定し，２年次で学習した知識

の復習に当てた．このような時間を設けたことは，学

生にとって演習を展開するうえでの準備の機会である

ことは言うまでもないが，教員にとっても事例患者を

理解し指導の手掛かりをつかむ機会として有意義な時

間となった．

演習場面の映像を学習の振り返りに活用することが

不十分だった要因としては，ロールプレイングでのフ

ィードバックの時間が短かったことや，映像を見直す

作業に時間を要することから，演習時間内では活用し

きれないことが判明した．学生にとって，ロールプレ

イングにおける自身の行動を映像により客観的に評価

平成２４年度 明野伸次，川�ゆかり，木浪智佳子，舘山光子，難波香織

平成２５年度 明野伸次，川合美奈，木浪智佳子，舘山光子，長瀬亜岐，西村歌織，畑江郁子

平成２６年度 明野伸次，木浪智佳子，長瀬亜岐，西村歌織，畑江郁子

平成２７年度 明野伸次，川�ゆかり，木浪智佳子，西村歌織，長谷佳子（アドバイザー）

表１ 平成２４～２７年度における単元班の構成メンバー（五十音順）
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資料１ 平成２７年度看護実践演習の「学習要項」と「教員用手引き」（一部抜粋）
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資料２ 平成２７年度看護実践演習のシラバス
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することは，臨地実習前の自己課題を明確にするとい

う点でも意義のあることである．そのため，平成２７年

度はロールプレイングにおける映像の活用を意識し，

フィードバックの時間を前年度よりも長く確保した．

また，グループの担当教員が演習場面の撮影を行い，

指導場面に活かせるようにしたことも平成２７年度の改

善点である．加えて，１２・１３回目の模擬患者参加編の

演習の振り返りを１４回目のグループワーク演習で行

い，ここでも映像の振り返りができるようにした．

以上の検討を重ねた結果，平成２７年度は演習課題を

１課題（「慢性閉塞性肺疾患で急性増悪期にある対象

者に対するフィジカルアセスメントと日常生活援助の

実施」）に設定し，１５回の授業構成を割当てた．演習

形式はグループ形式で前年度と概ね同様とし，ワーク

シートの活用も引き続き実施した．

３）教員に向けた演習の説明と実施および振り返り

本科目は，看護学科の全教員が担当する科目であ

る．そのため，科目の開講にあたり，科目の位置づけ

は勿論のこと，授業のねらい，授業のすすめ方，指導

指針について教員間の共通理解を図る必要があった．

その一環として，前述した「看護実践演習学習要項」

と「看護実践演習教員用手引き」を作成し，全教員に

対しての説明会を事前に開催し意見交換を行った．こ

の説明会は，翌年も実施した．

初年度，演習日の前日に準備時間を設定し，教員へ

翌日の演習内容を説明した．その後，実習室や使用教

室の準備を行った．演習終了後は授業を担当した教員

との意見交換をもとに演習内容の振り返りを毎回行っ

た．その後，単元班メンバーでのミーティングを開催

し，意見交換の内容と次回の授業内容・運営方法との

すり合わせを行い，変更点等の情報を次回の授業まで

に担当教員に伝達した．

平成２７年度の演習の説明と準備は前年度と同様に行

い，毎回の教員との意見交換による振り返りは学内

メールを介して情報交換を行った．

４）模擬患者に向けた演習の説明と実施

模擬患者に向けた演習内容の説明は，SP班主催の
SP説明会で行った．主な内容は，演習課題で設定し
た事例患者の疾患や行動の特徴がイメージできるよう

な説明，ロールプレイングでの自由模擬患者として期

待する役割や演技練習を行った．単元班の準備として

は，演技練習の際の教員によるデモンストレーション

や演技のシナリオ作成を行った．

３．平成２６～２７年度の授業評価

授業評価は，最終回の授業終了後に学生と教員に対

して一斉に実施した．学生を対象とした評価内容は，

ワークシートやロールプレイング形式を取り入れたこ

とによる学習効果，映像の活用と効果，自己課題の明

確化の状況等とした．教員を対象とした評価内容は授

業内容や運営および指導体制の妥当性，全教員が科目

を担当することの利点等とした．SPに対する授業評
価は，SP参加型演習が終了した後に実施した．評価
内容は，演習に参加した際の疲労感や学生へのフィー

ドバックに関する内容とした．学生からの評価では，

平成２６年度の授業評価の詳細は前掲２－２）の通りで

ある．平成２７年度では，ワークシートやロールプレイ

ング形式の学習，SP参加型演習は，概ね学習効果が
あったという結果が得られた．特に，SPによるフ
ィードバックから患者の気持ちを知ることや自分の課

題を知る効果を感じたことへの評価が高かった．さら

に，自由記載の回答からは「知識・技術の復習の必要

性」「グループワークによる学びの効果」「患者が理解

できるような説明」「患者の状況に応じた援助の工夫

の必要性」を挙げており，臨地実習に向けての学習意

欲の高まり，自己の課題を明確にできたという声も多

かった．

教員は，SP参加型演習の学習効果を高く評価して
おり，全教員が関わったことの利点として，「学生の

学習状況が把握できた」「教員間で教育内容や方法に

関する意見交換ができた」といった内容を評価してい

た．一方で，教員が担当する学生数の妥当性について

の評価は低く，グループワークの運営や技術指導の面

では困難感を抱いたという回答がみられた．

初年度，学生と教員の両者から評価が低かった「映

像の活用」に関する項目の評価点は平成２７年度の結果

では改善されていた．

SPからの評価は概ね高評価であり，演習参加によ
る疲労感も少ないという回答であった．詳細について

は，SP班から報告する．
なお，授業評価は本学の倫理審査委員会の承認のも

と実施している．

Ⅳ．今後の課題

これまでにも年度ごとの評価結果を踏まえて，授業

内容や構成，運営方法についての改善を図ってきた．

その効果は授業実施２年目の評価にも反映されてい

た．学生の科目に対する感想には「たくさん緊張し

た」「頭を使った」「実践的で役に立った」「実習の練

習になった」といったことが挙げられていた．学生は

本科目を通して，技術演習場面における臨場感を体感

し，患者の状況に応じた看護援助をあれこれと考えな

がら実践するという体験をしていることを窺知した．

今後の課題は，グループ演習における教員のファシリ

テート力を充実させること，SPのフィードバックに
並行し，教員が行う専門的な視点からのフィードバッ

クを充実させることである．教員がこのような能力を

強化することにより，技術演習場面においても学生の
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資料３ 平成２７年度の学習目標，講義日程表，ワークシート（一部抜粋）
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思考を刺激し，看護実践力の基礎を培うことにも繋が

ると考える．
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文部科学省（２０１１）．大学における看護系人材養成の

在り方に関する検討会 最終報告．

受付：２０１５年１１月３０日

受理：２０１６年２月２６日

北海道医療大学看護福祉学部学会誌 第１２巻 １号 ２０１６年

― 85 ―


